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【
思
わ
く
の
錯
綜
】 　
第
28
回

　
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
確
定
版（
告
示
）に
、
改
訂
案�

と
比

べ
て
、「
銃
剣
道
」が
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

（
も
う
一
つ
は「
オ
ル
ガ
ン
」）。
法
的
に
は
、改
訂
案
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
、文
科
大
臣
が
行
っ
た
の
だ
が
、
実

際
は
誰
が
学
習
指
導
要
領
の
文
章
を
作
っ
た
の
か
。

　
中
教
審
（
中
央
教
育
審
議
会
）
は
、
昨
年
12
月
に

答
申
を
出
し
て
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
関
与
は
終
わ

っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
ろ
そ
ろ
出
る
学
習
指
導

要
領
の
『
解
説
』
の
、
作
成
協
力
者
の
教
授
、
教
育

委
員
会
指
導
主
事
、
校
長
・
教
頭
・
教
諭
、
文
科
省

か
ら
の
編
集
者
の
課
長
・
視
学
官
・
学
校
教
育
官
・

教
科
調
査
官
だ
ろ
う
（『
解
説
』
最
後
の
名
簿
）。

　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
一
つ
の
も
の
と
し
て
、「
自
動

的
」
に
「
内
面
化
」
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
（
①
13
頁
）。「
ル

ー
ル
」
に
基
づ
き
な
が
ら
も
（
４
１
０
頁
）、
そ
こ
に
は
、「
出

世
」
や
「
保
身
」、
競
争
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
「
私
的
欲
求
」（「
主

体
的
契
機
」「
自
発
性
」
＝
〈
思
わ
く
〉）
が
あ
る
（
３
９
８
頁
）。

そ
の
「
見
返
り
」
が
保
証
さ
れ
な
く
な
っ
た
時
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
が
内
面
化
さ
れ
て
い
た
と
す
る
「
合
理
化
」
が
は
か
ら
れ
た

（
４
０
１
頁
）。
そ
し
て
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
教
え
込
み
の
内�

容�

で
は
な
く
、
形
式

�

�

が
『
隠
れ
た
機
能
』
と
し
て
既
存
秩
序
の

不
断
の
再
確
認
と
実
質
的
な
服
従
の
調
達
と
を
可
能
」
に
す
る

（
３
８
３
頁
）。
安
冨
は
「
立
場
主
義
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　
学
習
指
導
要
領
を
作
っ
た
人
た
ち
（
前
川
喜
平
氏

を
含
む
）
は
、
ど
う
い
う
経
歴
で
ど
う
い
っ
た
教
育

理
論
や
実
践
に
か
か
わ
っ
て
き
た
の
か
、
ど
う
い
う

思
わ
く
が
あ
っ
た
の
か
。
ど
う
い
う
団
体
と
か
か
わ

り
、
ど
う
い
う
立
場
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
思
わ
く
は
、

資コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

質
能
力
と
い
う
形
式
に
対
し
て
「
内コ

ン
テ
ン
ツ容」

の
恣
意

的
変
更
を
可
能
に
し
つ
つ
、
全
体
や
他
教
科
と
の
文

章
形
式
�

�

の
画
一
化
（「
〜
に
つ
い
て
〜
を
通
し
て
〜
を

身
に
付
け
る
」）
を
通
し
て
、
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
の

か
、
課
題
で
あ
る
。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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